












































































　 １  ）周手術期に行われる特徴的な看護の実践を知り，
その意味を理解する。





　　（ 2 ） 周手術期及びクリティカルな場特有のリスクを
予測し，安全に看護が実践できる（以下，リス
ク予測と安全な看護）。
　　（ ３ ） 手術室でのチームワークと手術・麻酔が患者に
与える侵襲について理解できる（以下，チーム
ワークと手術侵襲の予測）。
　　（ ４ ） 術中の看護の役割が理解できる（以下，手術室
看護師の役割を知る）。




　　（ １ ） 周手術期における患者の身体的・精神的変化を
学ぶ（手術侵襲による生体反応，危機，喪失の
心理過程と対処行動）。
　　（ 2 ） 手術前患者の不安を理解し，心理調整の必要性
が理解できる。
　　（ ３ ） 手術前の看護として，術前検査，オリエンテー
ション，術前準備，術前訓練，処置の目的を理
解し，援助ができる。
　　（ ４ ） 手術中の麻酔導入から覚醒までの経過を理解で
きる。
　　（ ５ ） 術後急性期，回復期の観察と看護の必要性を理
解し，患者の安全・安楽な術後の回復過程の援
助ができる。
　　（ ６ ） 手術によってボディイメージが変容することを
理解し，その受容過程における看護の役割を学
ぶ。
　　（ ７ ） 退院後，家庭・社会生活への復帰に必要な看護
を理解し，退院時指導のできる能力を養う。














の場合は，術後 １ 日目， 2 日目の看護が実施できない。
６ ．見学の実際
　 １  ）手術室見学の学習目標を手術室の臨地実習指導者
に事前報告する。
　 2 ）病棟における術当日の看護の見学を行う。
　 ３  ）病棟での術前準備を終えた後，患者に先行して更
衣し，手術室看護師とともに患者の入室待機をする。
　 ４  ）病棟看護師から手術室看護師への申し送りには参
加せず，患者・手術室看護師ととともに手術室に入
室し，手術見学を行う。

























































































































ている。実習要綱に提示している ５ つの実習目標は，（ １ ）
最良な状態の手術への援助と合併症予防，（ 2 ）リスク予
測と安全な看護，（ ３ ）チームワークと手術侵襲の予測，









































　（ ４ ）『手術室看護師の役割を知る』は，（ １ ）最良な状
態の手術への援助と合併症予防，（ 2 ）リスク予測と
安全な看護，（ ３ ）チームワークと手術侵襲の予測，






















の自己学習目標（表 １ ）と学習内容（表 2 ）のコードを
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